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No.885

information

平成２４年 

お知らせ版

　東日本大震災で住宅が被災した人々の生活再建を支援する「被災者生活再建支援金」の申請期限が、次

のとおり延長となりましたのでお知らせします。

　申請方法などの詳細については、市被災者支援室まで相談してください。

　東日本大震災により死亡または行方不明となった場合に交付している「災害義援金 ( 死亡または行方不

明者見舞金 )」および「災害弔慰金」は、次のような事例が原因で亡くなった場合も震災関連死として対

象としています。

　該当すると思われる場合は、市被災者支援室まで相談してください。

・震災による直接的な傷病

・交通事情などによる初期治療の遅れ

・病院の機能停止による既往症の増悪

・避難所などでの生活による肉体・精神的疲労

・地震のショック、余震への恐怖

・救助、救護活動などの激務　など

【震災関連死の原因となる事例】

被災者生活再建支援金の申請期限延長のお知らせ

震災関連死に対する災害義援金および災害弔慰金交付のお知らせ震災関連死に対する災害義援金および災害弔慰金交付のお知らせ震災関連死に対する災害義援金および災害弔慰金交付のお知らせ

被災者生活再建支援金の申請期限延長のお知らせ
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
傷

跡
は
ま
だ
癒
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
大
地
震
と
大
津
波

と
い
う
自
然
の
脅
威
と
そ
の
災
禍

の
大
き
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た

が
、
人
と
の
つ
な
が
り
・
絆
・
支

え
合
い
こ
そ
が
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

　

三
月
十
一
日
に
は
岩
手
県
と
合

同
で
追
悼
式
を
行
い
、
復
興
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
日
と

し
ま
す
。

　

国
で
は
、
復
興
の
司
令
塔
と
な

る
復
興
庁
が
発
足
し
、
復
興
施
策

が
被
災
地
域
の
立
場
に
立
っ
て
強

力
に
推
進
さ
れ
、
被
災
地
再
生
が

加
速
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
震
災
復
興
計
画
を

策
定
し
、「
世
界
に
誇
れ
る
美
し

い
ま
ち
」「
ひ
と
を
育
て
命
と
絆

を
守
る
ま
ち
」「
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
三
つ
を
基
本
理
念
に
、

震
災
を
教
訓
と
し
、
防
災
性
の
強

化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、

協
働
の
精
神
を
生
か
し
た
新
し
い

ま
ち
を
創
る
と
い
う
気
概
の
も

と
、
着
実
に
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て

復
興
を
目
指
し
ま
す
。

　

被
災
者
の
生
活
再
建
や
被
災
地

域
の
復
興
は
も
と
よ
り
、
地
域
産

業
の
再
生
と
発
展
を
目
指
し
、
だ

れ
も
が
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
、

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
、
安

定
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
を
最
優
先
課
題
と

し
て
、
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
き

実
施
可
能
な
事
業
を
盛
り
込
む
と

と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
雇

用
の
確
保
、
産
業
の
再
建
な
ど
を

図
る
た
め
、
一
般
会
計
に
お
い
て

は
６
６
０
億
５
８
０
０
万
円
と
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
、

前
年
比
５
１
１
・
６
㌫
増
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
も
災
害
復
旧
費
が
多
額
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の

五
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
総
額
は
７
３
９
億
円
と
な

り
、
前
年
度
比
較
３
２
６
・
６
㌫

の
増
に
な
り
ま
し
た
。

■
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」

　

海
岸
保
全
施
設
な
ど
の
整
備
、

高
台
移
転
や
避
難
道
路
網
整
備
、

自
主
防
災
組
織
再
構
築
や
防
災
意

識
啓
発
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
の
三

つ
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
津

波
対
策
を
図
り
、
市
地
域
防
災
計

画
の
再
整
備
、
通
信
体
制
の
強
化
、

自
主
防
災
組
織
の
再
構
築
な
ど
多

面
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

救
援
救
護
体
制
は
、
消
防
団
員

な
ど
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
消

防
計
画
と
し
、
消
防
庁
舎
は
安
全

な
高
台
へ
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
屯
所
は
地
域
防
災
拠
点
と
し

て
順
次
計
画
的
に
整
備
し
な
が
ら

装
備
改
善
に
努
め
ま
す
。

■
「
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

災
害
廃
棄
物
処
理
は
、
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
㈱
大
船
渡
工
場
の
プ
ラ

ン
ト
復
旧
と
除
塩
施
設
の
増
設
に

よ
り
処
理
が
進
む
予
定
で
す
。

　

今
泉
、
高
田
両
地
区
は
、
山
側

を
盛
り
土
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
市

街
地
と
す
る
た
め
、
被
災
市
街
地

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

被
災
し
た
住
居
地
域
は
、
住
民

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
高
台
へ
の

移
転
促
進
な
ど
を
図
り
、
安
全
な

居
住
区
域
の
早
期
整
備
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け
た
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

三
陸
道
は
市
内
全
区
間
の
早
期

供
用
開
始
を
目
指
し
、
長
部
地
区

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
今
泉
地

区
避
難
用
出
入
口
の
設
置
を
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
ま

す
。

　

市
道
は
道
路
網
の
防
災
機
能
が

よ
り
効
果
的
に
な
る
よ
う
、
国
県

道
と
の
連
動
し
た
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

公
共
交
通
は
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
の

早
期
復
旧
を
要
請
し
、
路
線
バ
ス

な
ど
に
よ
る
移
動
手
段
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
「
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　

被
災
者
が
早
期
に
入
居
可
能
な

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を
岩
手
県

と
協
力
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

被
災
住
宅
の
再
建
は
、
宅
地
の

復
旧
、
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
補

修
費
用
へ
の
補
助
と
、
そ
の
借
入

金
へ
の
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
「
持
ち
家
」
に
よ
る
住
宅
再
建

を
支
援
し
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
自
然
災
害
に
強

い
水
源
確
保
の
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
国
の
事
業
に
該
当
し

な
い
個
別
の
高
台
移
転
な
ど
の
水

道
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

被
災
し
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
二
十
六
年
の
処
理
業
務
再
開

を
目
指
し
て
復
旧
工
事
を
進
め
ま

す
。

　

保
育
施
設
の
復
旧
に
努
め
、
土

曜
の
午
後
保
育
や
延
長
保
育
の
実

施
な
ど
、
被
災
に
よ
る
保
護
者
の

生
活
の
変
化
に
対
応
す
る
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

関
係
施
設
の
集
約
化
に
よ
る
保
健

　
二
月
二
十
九
日
に
平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
が
開
会
し
、
戸
羽

太
市
長
、
横
田
祐
佶
教
育
委
員
長
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
演
述
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

世
界
の
人
々
に
誇
れ
る

　
　
　
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

平
成
24
年
度
所
信
表
明

震
災
復
興
計
画

予
算
編
成
方
針

復
興
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
向
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医
療
福
祉
総
合
エ
リ
ア
の
創
設
に

努
め
ま
す
。

　

医
療
費
助
成
は
、
新
年
度
か
ら

扶
助
対
象
を
九
歳
児
ま
で
に
拡
大

し
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
設
置
し
、
健
康
生
活
状
況
調
査

の
実
施
、
健
康
相
談
員
の
家
庭
訪

問
な
ど
、
被
災
者
な
ど
の
健
康
保

持
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
総
合
相
談
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
サ

ポ
ー
ト
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
共
に
意

識
す
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
よ

う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
で
施
設
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

■
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」

　

農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
復

旧
に
よ
り
、
早
期
営
農
再
開
を
目

指
し
ま
す
。

　

被
災
農
家
経
営
再
開
支
援
事
業

に
取
り
組
み
、
農
地
の
流
動
化
や

利
用
集
積
、
遊
休
農
地
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

　

新
技
術
と
気
候
特
性
を
活
か
し

た
農
業
生
産
を
進
め
、
付
加
価
値

を
つ
け
た
加
工
品
の
開
発
な
ど
６

次
産
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

総
合
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー
を
再

構
築
し
、
営
農
指
導
体
制
の
強
化

と
新
規
就
農
者
育
成
体
制
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

　

被
災
し
た
林
道
の
早
期
復
旧
を

図
り
、
木
材
需
要
の
掘
り
起
こ
し

と
、
被
災
し
た
製
材
工
場
へ
の
支

援
を
図
り
ま
す
。

　

地
元
木
材
の
公
共
施
設
整
備
や

一
般
住
宅
な
ど
へ
の
利
用
を
促
進

し
ま
す
。

　

漁
港
や
漁
場
の
ガ
レ
キ
の
撤
去

に
よ
り
漁
港
施
設
な
ど
の
早
期
復

旧
を
進
め
る
と
と
も
に
、
漁
協
を

核
と
し
た
協
業
化
な
ど
に
よ
り
、

漁
船
な
ど
の
確
保
や
養
殖
施
設
な

ど
の
整
備
を
支
援
し
、
定
置
網
や

養
殖
漁
業
な
ど
の
早
期
再
開
を
促

進
し
ま
す
。

　

長
部
漁
港
水
産
加
工
団
地
の
復

旧
と
と
も
に
、
漁
港
背
後
地
な
ど

を
活
用
し
た
水
産
関
連
業
務
団
地

の
形
成
を
促
進
し
ま
す
。

　

被
災
し
た
中
小
企
業
者
の
事
業

資
産
の
復
旧
整
備
と
事
業
早
期
再

建
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

太
陽
光
型
植
物
工
場
の
立
地
と

と
も
に
、
浜
田
川
地
区
の
大
規
模

施
設
園
芸
団
地
化
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

陸
前
高
田
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
業
務
を
再
開
し
、
就
業
相

談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

宿
泊
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

廃
校
校
舎
を
利
用
し
た
宿
泊
施
設

を
整
備
し
ま
す
。

■
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、

一
般
家
庭
へ
の
導
入
支
援
の
充
実

と
、
公
共
施
設
に
災
害
時
に
対
応

す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

■
「
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

　

被
災
者
の
高
台
な
ど
へ
の
住
居

移
転
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
継
続
で
き
る
よ
う
配
慮
し

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図

り
ま
す
。

　

津
波
で
流
出
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
は
、
高
台
移
転
と
地
域
防

災
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
ご
協
力

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
主
防

災
組
織
の
拠
点
と
な
る
自
治
会
館

な
ど
の
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

　

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
陸
前
高

田
市
は
、
す
べ
て
の
市
民
、
来
訪

者
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
「
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉

の
い
ら
な
い
、
世
界
の
人
々
に
誇

れ
る
美
し
い
ま
ち
、
住
む
人
た
ち

の
心
が
美
し
い
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
新
し
い
陸
前
高
田
市
、「
海

と
緑
と
太
陽
と
の
共
生
・
海
浜
新

都
市
」
の
創
造
に
全
力
で
ま
い
進

し
ま
す
。

　

今
般
の
大
震
災
に
よ
り
一

変
し
た
教
育
条
件
・
教
育
環

境
な
ど
の
実
情
を
踏
ま
え
、

生
涯
学
習
推
進
体
制
の
再
構

築
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

　

被
災
し
た
社
会
教
育
施
設

の
機
能
回
復
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
推
進
や
、

住
民
の
学
習
・
交
流
機
会
の

提
供
に
努
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
し
ま

す
。

■
「
学
校
教
育
の
推
進
」

　

自
学
自
習
支
援
お
よ
び
基

礎
的
・
基
本
的
内
容
の
定
着

を
目
的
と
し
た
「
学
び
の
部

屋
」「
英
語
の
部
屋
」
な
ど
を

開
設
し
、
確
か
な
学
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
、
地
域
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
長
期
に
わ
た
る
「
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
」
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
減
災
」

の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
実
践

的
・
系
統
的
な
防
災
教
育
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

　

「
学
校
教
育
環
境
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た
学

校
施
設
の
早
期
復
旧
工
事
の

実
現
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

効
率
的
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
よ
り
、
通
学
な
ど
の

安
全
性
・
利
便
性
を
保
障
し

て
い
き
ま
す
。

■
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

　

学
校
体
育
施
設
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
拡
充

に
努
め
る
と
と
も
に
、
体
育

協
会
や
競
技
団
体
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
奨
励
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
「
芸
術
文
化
の
振
興
」

　

各
種
芸
術
文
化
団
体
な
ど

と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
、

豊
か
な
文
化
活
動
の
実
現
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
緊

急
発
掘
調
査
事
業
に
お
け
る

迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
長
教
育
行
政
方
針
演
述

復
興
元
年
・
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト

横田祐佶教育委員長



２０１２年（平成２４年）　３月１５日号　④

　【問い合わせ先】健康推進課保健係 ( 内線２３２)

や せ

標 準

肥 満

１８．５未満

１８．５～２５．０未満

２５未満

BMI（肥満指数）の判定

高

低

揚げる

炒める

焼　く

煮　る

茹でる

蒸　す

　好みにまかせて好きなものばかり食べていませんか？偏った食事を続けていると、栄養のバランスも

悪くなり、肥満をはじめ、脂質異常や高血圧、高血糖など生活習慣病の土台を作ってしまいます。特に

健診結果で所見がある人は、定期的に体重測定を行い、体重の変化を自分の食生活などと重ね合わせて

振り返ることが大切です。できることから改善してみましょう。

適正体重 ( ＢＭＩ２２) に近いほど疾病が少ないと言われています。

○１日３食規則正しく、バランスよく食べる習慣をつける

　・朝食は必ず食べましょう。体と脳にエネルギーが補給でき１日の活動源になります。

　・１日２食は、ドカ食いや間食につながり、肥満の原因になります。

　・夕食後は食べないようにしましょう。夕食もできるだけ就寝前２～３時間前までに済ませてくだ

　　さい。胃腸が十分休めず、翌朝、食欲がわかず欠食の原因にもなります。

　・主食、主菜、副菜を揃えて食べましょう。栄養のバランスがよくなります。

○ゆっくり　よく噛んで食べましょう

　・よく噛むことで食べすぎを防ぎ、消化吸収も良くなります。

　・脳の働きの活性化にもつながります。

○低脂肪、減塩のコツを覚えておいしく食べましょう

《カロリー＆脂肪分カットのコツ》

　・肉だけではなく、魚をもっと食べましょう。

　・肉は脂身を除いたり、脂身の少ない部位を選びましょう。

　・フライパンなどフッ素樹脂加工の調理器具を使用すると油の

　　使用量が少なくてすみます。

　・バターやラードの使用はほどほどに。

　・調理法によりカロリーが違ってくることを覚えましょう。

《野菜摂取量アップのコツ》

　・汁物は具だくさんにしましょう。

　・きんぴらなどつくり置きのおかずをつくっておきましょう。

　・生野菜で食べるより加熱することでかさが減り、多く食べられます。

　・野菜が十分取れないときは野菜ジュースを活用しましょう。

《塩分カットのコツ》

　・しょうゆは上からかけないで、小皿にとってつけて食べましょう。

　・酢やレモンの酸味や「だし」のうまみ、スパイスや香味野菜を利用しましょう。

　・ラーメンなどの麺類は汁を残しましょう。

　・漬物は大皿ではなく、各々小皿に分けましょう。魚卵、塩辛などはほどほどにしましょう。

※例えば、身長１６０cm、体重６０kg の人は

適正体重は１. ６×１. ６×２２で５６kg となります。

この人のＢＭＩは６０÷１. ６÷１. ６で２３となります。標準の範囲です。

適正体重 =身長 ( ｍ ) ×身長 ( ｍ ) ×２２

ＢＭＩ＝体重 (kg) ÷身長 ( ｍ ) ÷身長 ( ｍ )

健診結果を活かして健康づくりをしよう！
～食生活を見直し生活習慣病を予防しよう～

～食生活の見直しポイント～

～自分の適正体重を知りましょう～

健診結果を活かして健康づくりをしよう！

調理法によるカロリーの違い

カ
ロ
リ
ー



⑤

　【問い合わせ先】市民環境課環境安全係 ( 内線１３０)、保育所 ( 園 ) は社会福祉課 ( 内線２０１)、小・
　　　　　　　　 中学校は学校教育課 ( 内線３１４)
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生出コミセン

二又診療所

飯森公民館

横田コミセン

最終処分場

竹駒コミセン

市役所庁舎前

サンビレッジ

モビリア

矢作保育所

下矢作保育園

横田保育園

竹駒保育園

長部保育所

高田保育所

米崎保育園

小友保育所

広田保育園

矢作小学校

気仙中学校

横田小学校

横田中学校

竹駒小学校

長部小学校

高田小学校

第一中学校

米崎小学校

小友小学校

小友中学校

広田小学校

広田中学校

玄関右脇雨樋

玄関前

玄関左側雨樋

西側倉庫北西角雨樋

埋設場所

正面西側軒下

南側１号棟出入口

玄関右側軒下

センターハウス左側雨樋

遊戯室前雨樋

玄関前雨樋

園庭

玄関前

園出入口排水口

すみれ軒下

のぼり棒下

運動場中央

園庭中央

遊具付近

旧矢作小学校グラウンド

遊具付近

仮設グラウンド

遊具付近

遊具付近

グラウンド

南側仮設グラウンド

仮設グラウンド

グラウンド

グラウンド (テニスコート )

校舎前

グラウンド

５㎝ ５０㎝ １００㎝
測定月日 測 定 場 所 場　所（詳細） 備　考

測　定　結　果

旧米崎保育園

　国の安全基準の目安（地上１mで毎時１マイクロシーベルト）を、すべての地点で下回っています。

　※市の基準は、すべての高さで毎時１マイクロシーベルト

　※当面の間、毎月１回これらの地点で継続して測定していきます。

（単位：μ㏜／時）

■放射能測定結果一覧（２月分）



２０１２年（平成２４年）　３月１５日号　⑥

４月１９日 ( 木 )　市役所３号棟第１会議室　午前１０時３０分～午後３時３０分
相談には事前の予約が必要です。申し込みは、一関年金事務所（☎０１９１－７３－
４２４６）まで。

紙 上 年 金 教 室紙 上 年 金 教 室

平成２４年４月

社会保険
相談日程

国民年金保険料の納付は前納制

度を利用するとお得です。

　国民年金では、保険料を前払

いすると割引がある「前納」と

いう制度があり、口座振替によ

る「前納」と現金納付やクレジ

ットカード納付による「前納」

があります。

　その中でも、口座振替で「前

納」をすると現金納付やクレジ

ットカード納付による「前納」

より割引額が多くお得です。

　例えば平成２４年度保険料で

計算すると

１　毎月納付

14,980 円× 12 月＝ 179,760 円

２　現金・クレジットカード前納

176,570 円（ 毎 月 納 付 よ り

3,190 円割引）

３　口座振替前納

175,990 円（ 毎 月 納 付 よ り

3,770 円割引）

　新年度を迎えるにあたり、検

討してみてはいかがでしょうか。

年金の被保険者の種類はどうな

っているの？

　日本に住んでいる２０歳以上

６０歳未満のすべての人は、国

民年金に加入することとなって

います。

　加入者は職業などによって３

つのグループに分かれていて、

それぞれ加入手続きが異なりま

す。

○第１号被保険者

　自営業者、学生、フリーター、

無職の人などで、自らが市役所

で加入手続きをします。

○第２号被保険者

　会社員や公務員など、厚生年

金や共済組合に加入している人

で、加入手続きは勤務先が行い

ます。

○第３号被保険者

　第２号被保険者に扶養されて

いる配偶者の人で、加入手続き

は第２号被保険者の勤務先を経

由して行います。

震災特例による保険料減免の申

請は今年の３月３１日までで

す。

たのに、ローンは残って支払い

が難しい」「事業を再開したい

が、地震で壊れた設備の負債が

残っている」などの悩みを持つ

人を対象に相談会を開催します。

▽日時

〔１〕３月２９日 ( 木 ) 午前１０

時～午後３時

〔２〕４月１０日 ( 火 ) 午前１０

時～午後３時

▽会場　市役所

▽内容　「私的整理に関するガ

イドライン」に基づく、債務の

整理についての相談

　詳しくは、一般社団法人個

人版私的整理ガイドライン運

営委員会岩手支部 ( ☎０１９ー

６０６ー３６２２) まで。

　アップフロントエージェンシ

ーおよび関連会社の所属タレン

トが、プロジェクトを立ち上げ、

ミニライブを行うほか、花畑牧

場の炊き出しを行います。

▽期日　３月２５日 ( 日 )

▽日程

・午後１時～２時　ミニライブ

( 出演：堀内孝雄、高山厳、田

中義剛、ＫＡＮ、兵藤ゆき、飯

田香織、小川麻琴、みやさと奏 )

・午前１１時３０分～　花畑牧

場の炊き出し

▽会場　専修職業訓練校跡地

（高田小学校となり）

　詳しくは、商工観光課観光交

流係 ( 内線１８３) まで。

　市は、４月から市立保育所の

開所時間を次のとおり変更する

とともに、希望者に対し、土曜

の午後保育を実施します。

▽平日の開所時間　午前７時

３０分～午後６時３０分

▽土曜の午後保育

・高田、小友、長部保育所　午

前７時３０分～午後４時３０分

・矢作保育所　午前７時３０分

～午後１時 ( 現行どおり )

　詳しくは、社会福祉課児童福

祉係 ( 内線２０１) まで。

　今後、乳幼児健診の日程を毎

月１５日号でお知らせしていき

ます。

▽健診名・期日・対象

【２歳６か月児歯科検診】

・期日　４月１８日 ( 水 )

・対象　平成２１年９月～１０

月生まれの子ども

【３歳６か月児健診】

・期日　４月２５日 ( 水 )

・対象　平成２０年１０月～

１１月生まれの子ども

▽受付時間　午後１時～１時１５分

▽会場　竹駒コミセン

▽持参するもの　母子健康手帳、

問診票 ( これらを持っていない

人は、健康推進課にお越しくだ

さい )

※３歳６か月児健診では、尿検

査を実施します。

　詳しくは、健康推進課保健係

( 内線２３２・２３３) まで。

前納制度と被保険者の種類について

「がんばろうニッポン愛は勝つ」プロジェクト

ミニライブと炊き出しを開催

４月から市立保育所の運営が変わります

開所時間延長と土曜の午後保育を実施

４月の乳幼児健診のお知らせ



⑦

　全国健康保険協会では、４月

から保険料率を改定します。岩

手支部の健康保険料率は、９．

４５㌫から９．９３㌫、介護保

険料率は全国共通で１. ５１㌫

から１. ５５㌫になります。

　詳しくは、協会けんぽ岩

手支部 ( ☎０１９ー６０４ー

９００９) まで。

　人事院では、国家公務員採用

総合職試験および一般職試験

( 大卒程度 ) を実施します。

【総合職試験】

▽募集期間

・インターネット申し込み　４

月２日 ( 月 ) ～９日 ( 月 )

・郵送、持参　４月２日 ( 月 )、

３日 ( 火 )

・第１次試験　４月２９日 ( 日 )

【一般職試験 ( 大卒程度 )】

▽募集期間

・インターネット申し込み　４

月１０日 ( 火 ) ～１９日 ( 木 )

・郵送、持参　４月１０日 ( 火 )、

１１日 ( 水 )

　詳しくは、人事院東北事務

局第二課試験係 ( ☎０２２ー

２２１ー２０２２) まで。

　震災で被災した人の住宅再建

について、個別相談窓口を開設

しています。

▽相談日時　毎週月曜日から金

曜日 ( 祝日を除く ) の午前８時

３０分から ( 午後６時以降は、

事前に連絡が必要です )

▽場所　市役所復興対策局

▽対象　震災により住宅が全壊

または半壊し、住宅の再建を検

討している人、または今泉・高

田地区土地区画整理事業地内に

被災した土地を所有している人

▽内容　復興事業 ( 計画 ) にお

ける集団移転事業や土地区画整

理事業についての相談など

　詳しくは、復興対策局 ( 内線

３２３・３２４) まで。

　３月５日 ( 月 ) から、市内で

初めて弁護士が常駐する法律事

務所が開設されました。震災に

関連した法律相談(相続の問題、

債務の問題、その他 ) を、無料

で受け付けます。

▽場所　高田町鳴石５０ー１０

▽受付　平日の午前９時から午

後５時３０分 ( 予約制 )

▽ そ の 他　震災関連以外の

相談については有料 ( ３０分

３, １５０円 ) です。

　詳しくは、同事務所 ( ☎４７

ー３６１３) まで。

　震災後、被災地の支援活動を

続けてきた一関市内の団体が連

携し、子どもと保護者を対象に、

さまざまなステージショーや遊

びの場などを提供します。

▽日時　４月２２日 ( 日 ) 午前

９時～午後２時３０分

▽場所　高田小学校体育館・校

庭

▽内容　ふわふわすべり台の設

置、炊き出し・ステージショー

（絵本の読み聞かせ・ゲイビマ

ンショーなど）・ミニ四駆大会

など

　詳しくは、一関商工会議所

青年部 ( ☎０１９１ー２３ー

３４３４) まで。

　ひだまりの会は、子どもを亡

くした親が集い、思いを分かち

合って行く中で、この先もゆる

やかにつながり、支え合うこと

を目的としています。専門家で

はない経験者だけの集いです。

子どもの年齢は問いません。

▽日時　３月２５日 ( 日 ) 午後

１時～３時３０分

▽場所　市役所第３仮庁舎中会

議室

　詳しくは、発起人荻原 ( ☎

０８０ー１０２９ー２３７５)

まで。

　市内の小中学校、高校では、

３月１５日ごろから４月５日ご

ろまで、春休みになっています。

少しずつ過ごし易くなってきて

いる気候の変化や、店舗など生

活環境が少しずつ整えられてき

ていること、長期の休暇である

ということから気が緩み、思わ

ぬ事件や事故に巻き込まれるこ

とも考えられます。

　子どもたちが新年度を元気に

スタートできるよう、地域の皆

さんの見守りをお願いします。

　詳しくは、少年センター ( 内

線２０３) まで。

　平成１５年に「ごみの分け方・

出し方」を配布しましたが、そ

の内容を一部改正した冊子を、

３月下旬に全世帯に配布しま

す。本冊子を参考にして、ごみ

の減量および分別徹底への協力

をお願いします。

　詳しくは、市民環境課環境安

全係 ( 内線１３０) まで。

　「津波や地震で家も車も失っ

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

協会けんぽから

保険料率を改定

人事院から

国家公務員採用試験のお知らせ

法律事務所が常駐しました

いわて三陸ひまわり基金法律事務所を開設

一関商工会議所青年部から

「さんりく春の子どもまつり」を開催

被災者を対象に

住宅再建等個別相談窓口を開設

さまざまな形で子どもを亡くした親のつどい

「ひだまりの会」を開催

春休みに入っています

地域での子どもたちの見守りを

各世帯に配布します

資源とごみの分け方・出し方

被災された個人の皆さんへ

個別相談会のお知らせ



町名 収集行政区

２区～７区

８区～１４区

１区、１５区、１６区

１区～８区

１区～７区

４区

１区～３区、５区、６区

７区～９区

１０区～１４区

１区～３区、１７区

４区、５区、１６区

６区～８区

９区、１１区、１２区甲乙

１０区、１３区～１５区

１区～５区甲乙

６区甲乙～１１区

１区～７区

８区～１０区

１２区、１３区

１区～３区、１１区、１４区、１５区

４区～７区

８区～１０区

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

１９日（木）

１８日（水）

　３日（火）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１１日（水）

１２日（木）

１２日（木）

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

１２日（木）

１１日（水）

２４日（火）

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１１日（水）

１２日（木）

１３日（金）

　５日（木）

　４日（水）

１７日（火）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

矢　作

横　田

竹　駒

気　仙

高　田

米　崎

小　友

広　田

燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール 矢作１～１６区

横田１～８区

竹駒１～７区

気仙１～１４区

高田１～５区と１６区

高田６～１５区と１７区

米崎１～１１区

小友１～１０区

広田１～１５区

（水）（土）

（火）（金）

（火）（金）

（水）（土）

（月）（木）

（火）（金）

（火）（金）

（月）（木）

（月）（木）

竹駒小学校

小友小学校・小友中学校

小友保育所

高田小学校

希望ヶ丘病院

矢作小学校 ( 体育館脇 )    

長部小・気仙小学校（学校裏体育館付近）

横田小学校

横田保育園

米崎小学校

広田小学校･広田中学校

広田保育園

場　　　　所

１４：３０～１４：５０

１５：１０～１５：４０

１４：００～１４：３０

１５：００～１５：３０

１４：３０～１４：５５

１５：１０～１５：４０

１４：３０～１５：００

１５：２０～１５：４０

１６：００～１６：２０

米崎保育園・高田保育所

モビリア仮設住宅 (仮設店舗付近 ) 

 

矢作保育所・阿部商店前

石橋屋商店（生出地区）

下矢作保育園

スポーツドーム仮設住宅

長部保育所

米崎中学校仮設住宅

米崎中学校（米崎小）

時　　間 場　　　　所

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：５０～１４：１０

１０：２０～１０：５０

１１：００～１１：３０

１３：１０～１３：４０

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：４５～１４：１０

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：４５～１４：１０

時　　間期　日

３月　７日

（水）

３月１４日

（水）

３月２１日

（水）

３月２８日

（水）

町名 収集行政区

２区～７区

８区～１４区

１区、１５区、１６区

１区～８区

１区～７区

４区

１区～３区、５区、６区

７区～９区

１０区～１４区

１区～３区、１７区

４区、５区、１６区

６区～８区

９区、１１区、１２区甲乙

１０区、１３区～１５区

１区～５区甲乙

６区甲乙～１１区

１区～７区

８区～１０区

１２区、１３区

１区～３区、１１区、１４区、１５区

４区～７区

８区～１０区

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

１９日（木）

１８日（水）

　３日（火）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１１日（水）

１２日（木）

１２日（木）

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

１２日（木）

１１日（水）

２４日（火）

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１１日（水）

１２日（木）

１３日（金）

　５日（木）

　４日（水）

１７日（火）

　６日（金）

　９日（月）

１０日（火）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

矢　作

横　田

竹　駒

気　仙

高　田

米　崎

小　友

広　田

燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール 矢作１～１６区

横田１～８区

竹駒１～７区

気仙１～１４区

高田１～５区と１６区

高田６～１５区と１７区

米崎１～１１区

小友１～１０区

広田１～１５区

（水）（土）

（火）（金）

（火）（金）

（水）（土）

（月）（木）

（火）（金）

（火）（金）

（月）（木）

（月）（木）

竹駒小学校

小友小学校・小友中学校

小友保育所

高田小学校

希望ヶ丘病院

矢作小学校 ( 体育館脇 )    

長部小・気仙小学校（学校裏体育館付近）

横田小学校

横田保育園

米崎小学校

広田小学校･広田中学校

広田保育園

場　　　　所

１４：３０～１４：５０

１５：１０～１５：４０

１４：００～１４：３０

１５：００～１５：３０

１４：３０～１４：５５

１５：１０～１５：４０

１４：３０～１５：００

１５：２０～１５：４０

１６：００～１６：２０

米崎保育園・高田保育所

モビリア仮設住宅 (仮設店舗付近 ) 

 

矢作保育所・阿部商店前

石橋屋商店（生出地区）

下矢作保育園

スポーツドーム仮設住宅

長部保育所

米崎中学校仮設住宅

米崎中学校（米崎小）

時　　間 場　　　　所

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：５０～１４：１０

１０：２０～１０：５０

１１：００～１１：３０

１３：１０～１３：４０

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：４５～１４：１０

１０：２０～１０：５０

１３：１０～１３：４０

１３：４５～１４：１０

時　　間期　日

３月　７日

（水）

３月１４日

（水）

３月２１日

（水）

３月２８日

（水）

２０１２年（平成２４年）　３月１５日号　⑧

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部協働推進室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２　２１１１（内線１７２）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール kyoudou@city.rikuzentakata.iwate.jp

５４

　指定ごみ袋などには行政区と世帯主の氏名を記入し、当日の朝 8時

30 分までに集積場所に出してください。

・仮設住宅に住んでいる人

は、仮設住宅専用の集積場

所に出してください。

　学校専用の集積場所など

には出さないでください。

・布団やブルーシートを出

す際は、小さくたたんで、

丈夫なひもでしばって出し

てください。（１m以内）

・段ボールは５０㎝×６０

㎝以内の大きさにして、紙

ひもでしばって出してくだ

さい。

・ごみを多量に出す場合は、

清掃センターに直接持ち込

んでください。

●ごみは必ず指定の袋で出すようにしてください。

●清掃センターでは、事業者から出る発泡スチロールやＰＰバンドに

　ついては受け入れしませんので、持ち込まないようにしてください。

●庭先や空き地での家庭ごみの焼却は禁止されています。

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３０）まで

　震災により、住宅が全壊または半壊 ( 解体した場合に限る ) した世帯で、安全な場所に一戸建ての住宅

( 併用住宅で床面積の合計の２分の１以上を居住の用に供するものを含む ) を建設する場合、その水道工

事費の一部に対し補助金を交付します。( 市が実施する防災集団移転促進事業、区画整理事業対象者は除

く )

▽交付対象

　⑴　住宅が全壊または半壊した世帯で、被災者生活再建支援金 ( １００万円、単数世帯７５万円 ) およ

　　び加算金 ( ２００万円、単数世帯１５０万円 ) を受領した者、またはこれを申請中の者

　　※住宅を建設しなければ、原則補助金は認められません。

　⑵　その他、⑴の者と同等と認められる場合

▽交付対象工事など

　⑴　配水管から第１止水栓までの給水管布設工事

　⑵　水道の安定給水を図るためポンプ、受水槽などの設置が必要な工事

　⑶　水道が完備されている土地を購入した場合における⑴、⑵の工事費

　⑷　給水区域以外の区域に設置する飲用に供する自家水道工事 ( 実績報告書に水質検査報告書を添付。

　　飲用不可の場合補助金は交付できません )

▽補助金の額　限度額２００万円 ( 受益者が複数人いる場合は、個人が負担すべき額 )

▽その他　補助金の交付申請は、平成２３年４月１日以後の工事から遡及して対象となります。また、こ

　　　　の制度は、平成３１年３月３１日まで施行します。

　詳しくは、水道事業所 ( 内線２４０・２４１・２４２・２４３) まで。

燃えないごみ・空きびん・新聞・チラシほか収集日

燃えるごみ収集日

※祝日は収集しません。

ごみを出す際の注意

４月のごみ収集日について４月のごみ収集日について

ごみを出す際の注意

高台移転にかかる水道工事費補助金交付制度高台移転にかかる水道工事費補助金交付制度


